
 

 

１ 主題構成表 

主題名 「節度ある生活」（小学校第４学年）                資料名「少しだけなら」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容項目１－（１） 

自分でできることは自分でやり、

よく考えて行動し、節度のある生活

をする。 

■ 価値の分析 

・進んで自分の生活を見直し、

思慮深く考えながら自らを

節制していくことは、節度の

ある生活ができるために大

切である。 

・中学年になるとそれまで以上 

に自分を客観的に見つめ、内

省することができるようにな

る。そして、主体性のある自

己の形成へとつながってい

く。だからこそ、自分自身が

心からそうすることが望まし

いことだと自覚し、節度ある

自制心が培われるようにする

ことが大切である。 

・そのため、この時期の児童に、

他から言われるのではなく、

自ら考えて度を超さず節度の

ある生活をしようとする心を

育てたい。 

■ 資料の分析 

・本資料は、パソコンで調べ学

習をする主人公が、パソコン

を使う時の約束を守れず先

に進みそうになるが、自ら考

えてパソコンの電源を切る

ことができたという内容で

ある。 

・誘惑に負け、ゲームソフトの

割引券がもらえるサイトに

接続してしまった主人公の

やりたいことを優先させて

しまう弱い気持ちに共感さ

せることができる。 

・名前を入力している途中で、

パソコンの電源を切った主

人公の気持ちを考えさせる

ことで、誘惑に負けないで欲

望を理性で抑えて自ら考え

て行動したことに気付かせ、

節度ある生活をすることの

大切さについて考えを深め

ることができる。 

■ 内容項目から見た児童の実態 

（意識） 

・自分本位な考え方から行動してし

まい、周りに迷惑をかけてしまう

という意識が弱い。 

・興味関心が先に立ち、自己の行為

が及ぼす影響まで考えることがで

きない。 

（要因） 

・自分のやりたいことを優先し、思

いのまま行動してしまうことで他

の人に迷惑がかかるということに

気付いていない。 

・みんなもやっているからと、自己

中心的な考えに偏ってしまう。 

・節度ある生活は、だれにとっても

よりよい生活をつくるために必要

なことであるという認識が弱い。 

■ ねらい 

自分の思いのままに行動してしまう弱い心に打ち勝ち、自ら考えて行動することがよりよい生活をつくる

ことになることに気付き、節度のある生活をしようとする態度を育てる。 

■ 展開の構想 

・約束よりも割引券が気になってしまい、深く考え

ないで約束を破ってサイトをクリックした主人

公の気持ちに共感させる。 

 

・タイマーの音ではっとして自分のやろうとしてい

たことに気付き、パソコンの電源を切る主人公の

考えたことに共感させる。 

 

・お母さんにほめられてもすっきりしなかった主人

公の気持ちを考えさせる中で、自分でよく考えて

行動することの大切さに気付かせる。 

 

・「少しだけなら」と迷ったけれど我慢できた、そ

のときの気持ちを大切にしていこうとする意欲

を高める。 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○もう一度パソコンの電源を入れた時、あつしは

どんな気持ちだったでしょう。 

 

 

○じっとパソコンの画面を見つめたあつしはど

んな気持ちだったでしょう。 

 

 

◎お母さんに「えらかったわね。」と言われ、下

を向いてぽつりと答えたあつしはどんな気持

ちだったでしょう。 

 

○これまでに、「少しだけなら」と迷ったけれど

我慢できたことやできなかったことはありま

すか。 

 



 

 

 



 

 

２ 学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指 導・援 助 

 

導 

 

入 

◇節度について価値への方向付けを図る。 

○自分で考えてできたこと、できなかったことはどんな

ことですか。 

・朝、自分で起きられること。 

・宿題を始める時間が守れていること。 

・ゲームの時間が守れないこと。 

・「わたしたちの道徳」の「節度ある生活を

するために大切なこと」（P10・11）を参

考にし、自分で考えたことで、できてい

ることと、できていなかったことを発表

することでねらいとする価値への方向付

けをする。 

 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

開 

 

 

前 

 

 

段 

 

◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。 

○もう一度パソコンの電源を入れた時、あつしはどんな

気持ちだったでしょう。 

・見るだけなら少しぐらいはいいかな。大変なことには

ならないだろう。 

・みんなもきっとやっている。 

・どんな割引券かな。ちょっとだけならいいだろう。 

・お母さんとの約束があるからやめておこう。 

 

○じっとパソコンの画面を見つめたあつしはどんな気持

ちだったでしょう。 

・もうちょっとやりたかったな。 

・約束をしたのに、やぶってしまった。 

・やっぱりよくないな。やらなきゃよかった。 

 

◎お母さんに「えらかったわね。」と言われ、下を向いて

ぽつりと答えたあつしはどんな気持ちだったでしょ

う。 

・お母さんとの約束をやぶってしまってよくなかった。 

・名前や住所まで入力しようとしてしまった。 

・少しだけならいいかなと思って、自分の弱い心に負け

てしまったからなさけないな。 

 

 

 

 

・大変なことにならなかったけれど、深く考えないで自

分のやりたいように行動してしまった。今度からは、

自分でよく考えて行動しよう。 

・お母さんとの３つの約束『時間を決める』

『あやしいサイトは見ない』『名前や住所

などは入力しない』を確認し、お母さん

との約束をきちんと守ろうとしているあ

つしの気持ちをおさえておく。 

・一度は電源を切ったが、割引券が気になっ

て仕方がない主人公が、もう一度、パソ

コンの電源を入れて、どきどきしながら

も深く考えていなかったことに共感でき

るようにする。 

・名前の入力の途中だけれど、パソコンの

電源を切ったあつしの気持ちを考えさせ

ることで、興味本位な行動を控えようと

してことを押さえ、自ら考えて行動した

ことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・あつし自身が自分の行動を素直に反省し

ていることに気付かせる。 

・「少しだけなら」という深く考えない行動

が、よくないことに気付かせる。 

 

展 

開 

後 

段 

○これまでに「少しだけなら」と迷ったけれど我慢でき

たことやできなかったことはありますか。 

・ゲームの時間を決めているが、少しだけならいいと思っ

たけれど、我慢をしてやめることができた。そしたら、

いつもより早く宿題を終えることができた。うれし

かった。 

 

・気付かせたい価値の視点から今後の自分

を考え、実践への意欲を高める。 

・行為のみではなく、その時の気持ちも語

るようにする。 

 

終 

末 

◇教師の説話を聞く。 

・自分で決めたことを、誘惑に負けてできなかった時の

後味の悪さについて具体的な事例を話す。 

 

・教師の経験から具体的な事例を意図的に

話す。 

【深めの発問】 

お母さんを心配させるような『大変なこと』には

ならなかったからよいのではないか。 

●言語活動の充実 
 違う視点からの発言を見逃さずに価値付
け、多様な感じ方や考え方に気付くことが
できるように板書で感じ方や考え方を整理
する。 



 

 

 



 

 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連 

＜場の内容・ねらい＞       ＜児童の意識＞      ＜指導・援助＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の活動】 

○朝の会 

・一日をよりよく

過ごすための

めあてをもつ

ことができる。 

 

 

 

○清掃活動 

・気持ちよく過ご

せる教室にな

るように、自分

の分担を時間 

 いっぱい使っ

て、きれいにす

ることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○係活動  

・よりよい生活と

なるように、自

分の仕事は、き

ちんと行うこ

とができる。 

教科等 

「インターネットの

使い方」 

・インターネットの

便利さとともに、

インターネットが

世界に通じてい

て、個人の情報が

すぐ見られてしま

う危険性について

理解することがで

きる。 

・自分だけがちょっとだ

けと思って行動する

と、他の人に迷惑がか

かるときがある。 

・人に言われるのではな

く、自分できちんとや

ろうとすることが大

切だ。 

・インターネットの活

用方法とともに便利

さ、危険性について

理解できるようにす

る。 

・インターネットを正

しく使うことで生活

が豊かになっていく

ことにふれる。 

道徳の時間（７月） 

「少しだけなら」  

内容項目１－(１) 

・自分の思いのままに行動してしまう

弱い心に打ち勝ち、自ら考えて行動

することが、よりよい生活をつくる

ことになることに気付き、節度のあ

る生活をしようとする態度を育て

る。 

学級活動（７月） 

「夏休みのくらし」 

・よりよい夏休みの

生活になるよう、

やらなければなら

ないことを明確に

させて、具体的な

計画を立てること

ができる。 

・自分のやるべき仕事

はできた。 

・やらなければと思っ

ていたけれど、他の

やりたいことを優先

してしまったので、

できなかった。 

・インターネットは、

便利だな。 

・おもしろい情報がた

くさんある。時間が

たつのを忘れてしま

う。 

・インターネットを悪

い方向に使う人もい

る。 

・きちんと決まりをつ

くって正しく使お

う。 

・いよいよ夏休みだ。

自分が立てた計画を

守れるようにしよ

う。 

・学習、早寝早起き、

お手伝い、体力づく

りなど、自分がやり

きれるようにきちん

と決めてがんばりた

い。 

・だれにでも自分の思

いのままで行動して

しまう弱さはある

が、そんな自分を見

つめ直し、節度のあ

る生活をすること

で、気持ちのよい生

活をつくりあげるこ

とができるという意

識につなげる。 

・無理な計画にならな
いように助言する。 

・夏休みのくらしにつ
いて保護者に知ら
せ、家庭でも節度の
ある生活について
話してもらえるよ
うに働きかける。 

帰りの会 

・自分の一日の生活

を想起し、自分で

考えてできている

ことと、できてい

ないことについて

振り返る。 

・与えられた仕事でも

自分でやろうとした

ことに着目するよう

にする。 

・行為のみではなく、

どうしてできたか、

できなかったが意識

できるようにする。 



 

 

 



少
し
だ
け
な
ら 

 

「
ね
え
、
お
母 か

あ

さ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
も
い
い
か
な
。
学
校
の
調 し

ら

べ
も
の
が
あ
る
ん
だ
。
」 

あ
つ
し
た
ち
は
、
総
合
的

そ
う
ご
う
て
き

な
学
習

が
く
し
ゅ
う

の
時
間
で
、
遠
足
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

あ
つ
し
は
、
中
央

ち
ゅ
う
お
う

公
園
の
担
当

た
ん
と
う

に
な
り
ま
し
た
。 

「
だ
め
よ
、
き
ち
ん
と
使
わ
な
い
と
。
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
ん
だ
か
ら
。
お
母
さ
ん
は
今
か

ら
買
い
も
の
に
行
く
か
ら
、
帰
っ
て
き
た
ら
い
っ
し
ょ
に
見
て
あ
げ
る
わ
。
」 

「
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、
学
校
で
習 な

ら

っ
た
か
ら
。
み
ん
な
も
、
家
で
使
っ
て
い 

 

る
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
。
」 

「
本
当
に
、
大
じ
ょ
う
ぶ
な
の
。
」 

「
ち
ゃ
ん
と
や
く
そ
く
を
守 ま

も

る
か
ら
。
ぼ
く
を
し
ん
じ
て
。
ね
っ
。
」 

 

あ
つ
し
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
き
は
『
時
間
を
決
め
る
』
。
『
あ
や
し
い 

サ
イ
ト
は
見
な
い
』
。
『
名
前
や
住
所

じ
ゅ
う
し
ょ

な
ど
は
入
力
し
な
い
』
。
と
い
う
こ 

と
を
、
お
母
さ
ん
と
や
く
そ
く
し
て
い
ま
す
。 

「
大
じ
ょ
う
ぶ
ね
、
し
っ
か
り
守
る
の
よ
。
」 

お
母
さ
ん
は
、
そ
う
言
う
と
買
い
も
の
に
出
か
け
ま
し
た
。 

「
い
つ
も
の
よ
う
に
、
タ
イ
マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
・
・
・
。
」 

 

あ
つ
し
は
、
さ
っ
そ
く
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。「
中
央
公
園
」
と
入
力
す
る
と
、
う
ま

く
サ
イ
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
よ
し
、
こ
れ
を
い
ん
さ
つ
し
た
ら
、
で
き
あ
が
り
だ
。
」 

 

そ
の
と
き
で
す
。
画
面

が

め

ん

の
右
は
し
に
、
気
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

「
な
に
な
に
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
わ
り
び
き
け
ん
が
も
ら
え
る
の
か
。 

で
も
、
あ
や
し
い
サ
イ
ト
は
見
な
い
っ
て
、
お
母
さ
ん
と
や
く
そ
く 

し
た
か
ら
な
・
・
・
。
で
も
、
少
し
だ
け
な
ら
、
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ 

う
・
・
・
。
」 

 

あ
つ
し
は
、
お
そ
る
お
そ
る
、
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
た
。 

    



『
あ
な
た
の
名
前
と
連
絡
先

れ
ん
ら
く
さ
き

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
』 

「
え
え
っ
、
名
前
を
入
れ
な
い
と
だ
め
な
の
か
・
・
・
。
仕
方

し

か

た

な
い
な
。
」 

 

あ
つ
し
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源

で
ん
げ
ん

を
切
り
、
中
央
公
園
の
い
ん
さ
つ
ぶ
つ
を
整
理

せ

い

り

し
始 は

じ

め
ま
し
た
。 

 

で
も
、
あ
つ
し
は
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
わ
り
び
き
け
ん
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
少
し
だ
け
な
ら
、
い
い
か
な
。
そ
れ
に
、
お
母
さ
ん
も
ま
だ
帰
っ
て
き
て 

い
な
い
し
。
」 

 

あ
つ
し
は
、
も
う
一
度
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
、
先
ほ
ど
の 

サ
イ
ト
に
す
す
み
ま
し
た
。 

「
名
前
と
連
絡
先
か
・
・
・
。
少
し
だ
け
な
ら
、
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
。 

 

き
っ
と
、
み
ん
な
も
し
て
い
る
よ
。
」 

 

ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
名
前
を
入
れ
は
じ
め
た
と
き
で
す
。 

 

ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ッ
。 

 

タ
イ
マ
ー
の
音
が
へ
や
の
中
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し
た
。
あ
つ
し
は
、
は
っ
と
し
て
キ
ー
ボ
ー

ド
か
ら
手
を
は
な
し
ま
し
た
。 

 

カ
チ
ッ
。
タ
イ
マ
ー
の
音
を
止
め
た
あ
つ
し
は
、
じ
っ
と
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
つ
め
ま
し
た
。 

（
ふ
う
・
・
・
。
） 

 

大
き
く
た
め
い
き
を
つ
い
た
あ
つ
し
は
、
ゆ
っ
く
り
と
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
サ
イ
ト
を
と
じ
、
パ

ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
央
公
園
の
い
ん
さ
つ
ぶ
つ
を
整
理
し
始
め
ま
し
た
。 

 

そ
こ
に
、
お
母
さ
ん
が
買
い
も
の
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

「
た
だ
い
ま
。
あ
ら
っ
、
ち
ゃ
ん
と
使
え
た
の
ね
。
や
く
そ
く
も
守
っ
て
、 

 

え
ら
か
っ
た
わ
ね
。
」 

「
う
ん
・
・
・
。
」 

 

あ
つ
し
は
、
下
を
向
い
て
、
ぽ
つ
り
と
答
え
ま
し
た
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

内
容
項
目 

一
―
（
一
） 
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小
学
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道
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読
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平
成
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十
三
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三
月 

文
部
科
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） 


